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平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
迎

へ
、
謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
す
こ
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し

た
こ
と
、
慶
賀
の
至
り
に
存
じ

上
げ
ま
す
。

　

氏
子
崇
敬
会
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
ご
健
勝
に
て
新

年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
伊
勢
の
神
宮
で
第

六
十
二
回
式
年
遷
宮
の
「
遷
御
」

の
儀
が
滞
り
な
く
厳
か
に
斎
行

さ
れ
、
檜
の
香
り
も
芳
し
い
新

社
殿
に
大
御
神
が
お
遷
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
年
遷
宮
は
持
統
朝
よ
り

千
三
百
年
の
伝
統
を
持
つ
、
わ

が
国
最
大
の
神
事
で
あ
り
、
す

べ
て
を
清
ら
か
に
改
め
る
こ

と
で
、
国
も
人
も
共
に
若
返
る

と
の
崇
高
な
理
念
の
下
に
行
わ

れ
、
わ
が
国
の
美
風
と
伝
統
を

培
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
社
と
い
た
し
ま
し
て
も
本

年
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九

日
に
か
け
て
伊
勢
神
宮
式
年
遷

宮
を
記
念
し
た
伊
勢
参
宮
を
行

い
ま
す
。

　

神
明
の
無
辺
の
ご
加
護
を
い

た
だ
き
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様

に
と
っ
て
、
本
年
が
幸
多
き
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
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月
の
原
日
記

第
六
十
二
回

伊
勢
式
年
遷
宮

　

参
宮
団
ご
案
内

新
年
の
ご
挨
拶

神宮の御敷地にお白石を敷き詰める「お白石持ち行事」（昨年八月）

　

昨
年
、
二
十
年
に
一
度
の
国
家
の
重

儀
で
あ
る
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
が
斎

行
さ
れ
ま
ま
し
た
。
当
社
で
は
、
参
宮

団
を
結
成
し
、
遷
御
さ
れ
た
新
社
殿
に

伊
勢
参
り
を
行
い
ま
す
。
ま
だ
、
若
干

の
参
加
が
可
能
で
す
の
で
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

　

一
、
日
程　

平
成
二
十
六
年
一
月

　
　
　

二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
の
二

　
　
　

泊
三
日　

　

二
、
参
加
申
し
込
み
人
数　

           

若
干
名  　

先
着
順

　

三
、
参
加
費　
　
　

五
五
〇
〇
〇
円

　

四
、
主
な
行
程
（
予
定
）

　
　
【
初
日
】
出
発
～
伊
勢
外
宮
参
拝

　
　

鳥
羽
温
泉
泊　
【
二
日
目
】
伊
勢

　
　

神
宮
内
宮
、
御
垣
内
参
拝
、
下
呂

　
　

温
泉
泊　
【
三
日
目
】
高
山
市
内

　
　

散
策
飛
騨
総
社
参
拝
又
は
世
界
遺

　
　

産
白
川
郷

　

五
、
申
し
込
み
期
日　

一
月
三
日

　

六
、
そ
の
他　

お
問
い
合
せ
は
神
明

　
　
　

社
宮
司
宅
ま
で
。

★
氏
子
費
値
上
げ

　
　
　

の
お
願
い

　

当
社
で
は
、
現
在
氏
子
の
皆
様
方
か

ら
の
氏
子
費
で
神
社
の
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
神
社

収
益
分
、
賽
銭
等
よ
り
繰
り
入
れ
て
運

営
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年

遷
宮
も
氏
子
の
皆
様
方
か
ら
赤
誠
の
御

奉
賛
を
賜
り
無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
社
で
も
兼
ね
て
よ
り
本

殿
の
老
朽
化
が
進
み
、
改
築
が
大
き
な

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
件
に
つ
い
て
十
一
月

二
十
三
日
に
総
代
会
会
議
を
開
催
し
、

総
代
の
皆
様
に
現
状
を
ご
説
明
申
し
あ

げ
、
氏
子
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
ご
理

解
賜
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

内
容
は
、
氏
子
費
を
従
来
の
千
円

か
ら
二
千
円
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
内

五
百
円
を
将
来
の
本
殿
改
築
に
向
け
改

築
基
金
積
み
立
て
（
年
約
五
十
万
円
）

と
し
、
残
り
の
千
五
百
円
を
氏
子
費
と

す
る
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
県
内
神
社

の
殆
ど
が
氏
子
費
二
千
円
か
ら
三
千
円

で
す
。
値
上
げ
は
、
新
年
度
か
ら
で
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
暮
れ
、
安
倍
首
相
が
靖
国
神
社

を
参
拝
し
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
八
月

に
小
泉
首
相
が
参
拝
し
て
以
来
七
年
ぶ

り
で
す
。
第
一
次
安
倍
政
権
の
時
に
靖

国
神
社
に
参
拝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

「
痛
恨
の
極
み
」
と
嘆
い
て
お
り
、
今

回
の
参
拝
は
遺
族
を
始
め
国
民
と
の
約

束
を
果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
旧
敵
国
同

士
で
あ
っ
て
も
、
互
い
に
自
国
の
た
め

に
戦
っ
た
戦
没
者
の
勇
気
を
称
え
、
敬

意
を
表
す
る
。
そ
れ
が
国
際
儀
礼
で
あ

り
常
識
と
い
え
ま
す
。

　

戦
没
者
の
慰
霊
と
歴
史
認
識
は
異
な

る
も
の
で
す
。
ア
ー
リ
ン
ト
ン
米
国
立

墓
地
に
は
先
の
大
戦
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
戦
死
者
も
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ

が
国
の
首
相
は
い
つ
も
同
墓
地
に
参
拝

し
て
い
ま
す
が
、
仮
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府

か
ら
大
統
領
の
戦
没
者
追
悼
式
参
加
に

抗
議
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
理

由
に
参
列
を
躊
躇
す
る
米
大
統
領
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
戦
没
者

の
慰
霊
・
追
悼
と
戦
争
に
対
す
る
歴
史

認
識
と
は
次
元
が
異
な
る
問
題
だ
か
ら

で
す
。

　

同
墓
地
に
は
、
南
北
戦
争
で
奴
隷
制

度
を
守
る
た
め
に
戦
っ
た
南
軍
の
将
校

も
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ー

リ
ン
ト
ン
墓
地
に
参
拝
す
る
オ
バ
マ
大

統
領
が
、
奴
隷
制
度
を
肯
定
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

戦
前
戦
後
を
通
じ
諸
外
国
の
要
人
は

靖
国
神
社
を
参
拝
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

さ
ら
に
は
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
な
ど
中
東

諸
国
か
ら
の
参
拝
者
も
い
ま
す
。

　　

こ
の
年
の
こ
の
日
に
も
ま
た

　

靖
国
の
み
や
し
ろ
の
こ
と
に

　

う
れ
ひ
は
ふ
か
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
天
皇
御
製

　

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
十
五

日
、
内
閣
総
理
大
臣
が
中
国
共
産
党
の

不
条
理
極
ま
る
誹
謗
攻
撃
で
靖
国
参
拝

が
挙
行
で
き
る
か
否
か
国
民
の
関
心
の

的
に
な
っ
て
い
た
時
に
詠
ま
れ
た
昭
和

天
皇
の
御
製
で
す
。
残
念
な
が
ら
日
本

国
首
相
は
中
共
の
恫
喝
に
屈
服
し
て
の

惨
敗
で
し
た
。

　

首
相
に
は
、
今
後
も
堂
々
と

二
四
六
万
余
柱
の
英
霊
の
た
め
に
参
拝

さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

氏
子
並
び
に
崇
敬
会
の
皆
様
に
は
、

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
い
た
だ

い
た
も
の
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
伊
勢
神
宮
で
は
第

六
十
二
回
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
年
遷
宮
は
二
十
年
に
一
度
、

御
正
殿
そ
し
て
御
社
殿
、
御
神
宝
を
は

じ
め
一
切
を
一
新
し
て
新
宮
へ
大
御
神

様
に
お
遷
り
い
た
だ
く
お
祭
り
で
す
。

こ
の
式
年
遷
宮
は
千
三
百
年
と
い
う
永

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、
伊
勢

神
宮
で
は
全
国
か
ら
の
参
拝
者
が
過
去

最
高
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

伊
勢
神
宮
は
日
本
の
一
大
聖
地
で
あ

り
、
国
民
か
ら
親
し
み
を
込
め
て
「
お

伊
勢
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
人
の
心

の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
伊

勢
の
民
謡
、
伊
勢
音
頭
に
は
「
伊
勢
に

行
き
た
い
、
伊
勢
路
が
見
た
い
、
せ
め

て
一
生
に
い
ち
ど
で
も
」
と
唄
わ
れ
、

古
く
江
戸
時
代
か
ら
日
本
人
な
ら
一
生

に
一
度
は
お
伊
勢
参
り
を
し
た
い
と
さ

平成２６年１月　　　　　　　　　　富の神明さま　http://www.shinmeisha.com/ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　富の神明さま　http://www.shinmeisha.com/　　　　　　　　　平成２６年１月

　
　
　

総
代
会
副
会
長　

本
田　

五
郎

総
代
会
会
長

　
　

新
井　

公
一

茨
城
県
大
洗
磯
前
神
社
を
訪
ね
て

総代会研修旅行　茨城県大洗磯前神社にて

　

恒
例
の
神
明
社
氏
子
総
代
会
の
研
修

旅
行
が
今
年
も
二
月
二
十
八
日
、
日
帰

り
研
修
で
神
明
社
婦
人
部
の
ご
協
力
を

得
て
、
総
数
十
九
名
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
地
は
、
茨
城
県

大
洗
磯
前
神
社
で
し
た
。

　

当
日
、
宮
司
宅
を
午
前
八
時
に
出
発
、

関
越
、
外
環
、
常
磐
道
を
走
り
続
け
、

途
中
守
谷
Ｓ
Ａ
で
休
憩
し
、
目
的
地
大

洗
に
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
生
憎
小

雨
が
降
り
続
い
て
お
り
、
太
平
洋
の
海

原
、
大
洗
海
岸
の
波
飛
沫
を
車
窓
よ
り

眺
め
な
が
ら
目
的
地
、
磯
前
神
社
に
到

着
。
小
雨
が
降
る
中
、
全
員
で
氏
子
の

幸
と
家
族
の
安
全
を
願
い
な
が
ら
参
拝

し
ま
し
た
。

　

磯
前
神
社
は
、
景
勝
の
地
大
洗
岬
の

上
に
あ
り
、
家
内
安
全
、
海
上
安
全
を

守
る
神
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め

て
い
る
神
社
で
す
。
今
か
ら
一
一
五
七

年
前
に
御
鎮
座
さ
れ
関
東
一
円
の
総
守

護
神
と
し
て
遠
近
の
信
仰
を
集
め
栄
え

て
い
ま
し
た
が
、
永
禄
年
間
の
兵
乱
に

よ
り
焼
失
、
残
っ
た
小
社
で
辛
う
じ
て

平
成
二
十
五
年
総
代
会
研
修
旅
行
記

祭
祀
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

水
戸
藩
二
代
目
藩
主
徳
川
光
圀
公

が
由
緒
深
き
名
社
の
荒
廃
を
見
る
に
忍

び
、
元
禄
三
年
御
造
営
の
工
を
起
こ
し
、

三
代
藩
主
綱
條
公
に
よ
り
本
殿
、
拝
殿
、

神
門
に
至
る
ま
で
建
造
の
工
を
竣
え
遷

座
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
社
殿
に
施
さ
れ

た
彫
刻
と
と
も
に
江
戸
初
期
の
建
築
様

式
を
今
に
伝
え
て
お
り
、
県
指
定
の
文

化
財
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
拝
後
、
大
洗
ホ
テ
ル
に
て
入
浴
、

酒
の
肴
は
旬
の
ア
ン
コ
ウ
鍋
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
昼
食
の
短
い
時
間
を
皆
さ

ん
と
楽
し
く
歓
談
し
、
午
後
二
時
三
〇

分
に
大
洗
に
別
れ
を
告
げ
、
那
珂
湊
魚

市
場
を
散
策
し
、
皆
さ
ん
想
い
思
い
の

お
土
産
を
手
に
帰
路
の
途
に
就
き
、
全

員
無
事
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
帰
り
研
修
に
あ
た
り
、
名

誉
宮
司
を
は
じ
め
氏
子
総
代
さ
ん
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
楽
し
い

研
修
旅
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
願
い
は
今
も
変

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
神
明
社
で
も
埼
玉
県
神
社
庁
入
間

支
部
の
皆
様
と
共
に
本
年
一
月
二
十
七

日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
伊
勢
神
宮

を
正
式
参
拝
い
た
し
ま
す
。
神
宮
の
玉

砂
利
を
踏
み
進
み
、
五
十
鈴
川
の
流
れ

で
心
身
を
清
め
参
拝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
年
を
迎
え
氏
子
並
び
に
崇
敬
会
そ

し
て
大
勢
の
皆
様
に
赤
誠
の
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
も
我
々
の
産
土
の
神
社
発
展
の

た
め
に
皆
様
と
共
に
尽
力
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

★
三
富
新
田
を
『
世
界
農
業
遺
産
』
に

　

世

界

農

業

遺

産
（G

lo
b

a
lly 

Im
p

o
rta

n
t A

g
ric

u
ltu

ra
l H

e
rita

g
e

 

S
yste

m
s

（G
IA

H
S

）
：
ジ
ア
ス
）
は
、

平
成
十
四
年
、
食
料
の
安
定
確
保
を
目

指
す
国
際
組
織
「
国
際
連
合
食
糧
農
業

機
関
」（F

A
O

、本
部
：
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー

マ
）
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

創
設
の
背
景
に
は
、
近
代
農
業
の
行

き
過
ぎ
た
生
産
性
へ
の
偏
重
が
、
世
界

各
地
で
森
林
破
壊
や
水
質
汚
染
等
の
環

境
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
は
地

域
固
有
の
文
化
や
景
観
、
生
物
多
様
性

な
ど
の
消
失
を
招
い
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
農
業
遺
産
の
目
的
は
、
近
代
化

の
中
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
そ
の
土
地
の

環
境
を
生
か
し
た
伝
統
的
な
農
業
・
農

法
、
生
物
多
様
性
が
守
ら
れ
た
土
地
利

用
、農
村
文
化
・
農
村
景
観
な
ど
を
「
地

域
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
一
体
的
に
維
持

保
全
し
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

（U
N

E
S

C
O

（
ユ
ネ
ス
コ
））
が
推
進
す

る
世
界
遺
産
が
、
遺
跡
や
歴
史
的
建
造

物
、
自
然
な
ど
「
不
動
産
」
を
登
録
し

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
世
界
農
業
遺
産
は
、
地
域

の
シ
ス
テ
ム
を
認
定
す
る
こ
と
で
保
全

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
認
定
地
域
は
世
界
各
国
に
広
が

り
、
現
在
で
二
十
五
サ
イ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
里
一
〇
〇
選
に
選
ば
れ
た
三

富
新
田
の
循
環
型
農
業
は
、
世
界
農
業

平成１９年のお木曳き行事

遺
産
と
し
て
の

価
値
も
あ
る

と
の
指
摘
も
あ

り
、
武
内
和
彦

氏
の
「
世
界
農

業
遺
産
」
の
中

で
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

三富新田も紹介されている『世界農業遺産』


